
【中部ブロック】 

 

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票 

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 伊豆市（静岡県） 

②事業名 萬城の滝キャンプ場管理事業 

③本事業の現在の検討ステ

ージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

④サウンディングの目的 当該施設は、かつて指定管理を⾏っていたが、施設の収益性の低さ

から、当時の指定管理者が指定管理継続を辞退し、市直営となった経

緯がある。 

収益性の低さの最⼤の原因は、冬季利⽤者数の不振であるが、伊⾖

市としても有効な施策を打てないでいるのが現状である。 

伊⾖市では、現在の市直営管理では利⽤者数の減少に⻭⽌めがかか

らないことから、令和３年度から改めて指定管理を⾏うことを計画し

ているが、上記の課題解決のため、公募条件の⾒直しをしているとこ

ろである。 

公募条件の見直しにあたり考慮すべき点として、指定管理料の設定

や冬季営業に向け自由度の高い条件を設けることがあげられる。これ

らの課題解決のため、民間事業者から意見を伺いたい。 

⑤民間事業者に対する質問

事項 

① 指定管理料の設定⽅法 

 前回の指定管理者は、指定管理料が不要という提案だったため、

完全利用料金制を導入していたが、やはり通年営業では不採算であ

るため、指定管理料の設定を検討している。 

 指定管理料を設定するにあたり、指定管理者のモチベーションを

損なわない設定としたいため、事業者の意見を伺いたい。 

② 公募条件の設定について 

施設の有効活⽤のため、管理運営にある程度⾃由度を持たせたい

が、条件設定の上で留意すべき点は何か。 

④対話を希望する業種 

 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（ レジャー施設 ） 

8.その他（          ） 



２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

②事業内容 

 

キャンプ場の予約管理・物販、飲⾷施設の運営・場内各施設の維持管

理（修繕含む）・施設の広報など 

※ 指定管理者の自主事業は可としている。 

③現状及び課題 指定管理者が指定期間満了後、継続辞退したことに伴い、現在

市が職員を雇用し運営している。 

休日の利用が多い施設であるため、ゴールデンウィークや夏休

みシーズンが利用者数としてはピークとなる。 

ただし、冬季（11 月下旬から３月中旬）は利用者数が大きく落

ち込み、ほぼ 0 人で推移する月もあるほどである。当市としては

この施設を冬季も活用できるようにすることが課題と考えてい

る。 

④前提条件 管理形態は指定管理者制度を導入することを予定している。 

ターゲット層は、市として設定していないが、市民利用を妨げ

ないことが前提となる。 

⑤事業スケジュール（予定） 令和元年度 公募条件検討 

令和 2年度 公募、指定管理者選定 

令和 3年度 指定管理開始（5年程度を予定） 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 静岡県伊豆市地蔵堂 776-1 

②敷地面積 ― 

③土地利用上の制約 【車】 

東名高速沼津 IC・新東名高速長泉沼津 IC～（直結）伊豆縦貫道～

伊豆中央道～大仁南 IC～国道 136 号～県道 12 号（修善寺橋）

～地蔵堂方面へ 65分 

【バス】 

修善寺駅から伊豆箱根バス『地蔵堂』バス停下車（40 分）徒歩で

15 分 

④所有者 伊豆市 

⑤周辺施設等 萬城の滝、渓谷（キャニオニング（渓谷の中を歩いて泳いで、天

然のウォータースライダーを滑り降りたり、滝つぼにダイブした

り、ロープを使った『ラぺリング』を駆使し、自分の体を使って

渓谷を下っていくアウトドアスポーツ）が可能）、わさび田 

⑥対象地周辺の一般的なイ

メージ 

中伊豆地区 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

2018 年に静岡水わさびの伝統栽培が世界農業遺産に登録され

たこともあり、伊豆市では「わさびの郷構想」（別添参考資料参照）



特徴、留意すべきこと等） を策定。萬城の滝キャンプ場も拠点地域として位置づけられてお

り、今後、新たな拠点整備や交流機能・情報発信機能の強化等の

取り組みが行われていく予定である。 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 萬城の滝キャンプ場  

②施設の延床面積 ー  

③建物の構成（構造、階数） キャンプサイト（36サイト） 

バンガローサイト（10棟） 

体験棟（1棟） 

※詳細は別添ウェブサイト、資

料参照 

 

④主な施設の内容、導入機

能 

③に同じ  

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

直営 指定管理 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

・現状の利用料金・営業時間等 

（別添参考資料参照） 

 

4-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等   

③運営状況   

④その他   

 

■ 参考資料 

伊豆市観光情報サイト： 

http://kanko.city.izu.shizuoka.jp/form1.html?pid=2436 

http://kanko.city.izu.shizuoka.jp/form1.html?pid=2436

